
チェンジャー
ボイス
はんだ付け
工作キット
はんだ付け
パーツ9点

055349

着色できる！

実物大

※約10秒間録音できます。

10段階に
声が変化!

この商品は、教育を目的につくられています。必ず適切な指導者のもとで
使用してください。

　　　　しょうひん　   きょういく    もくてき　  　　　　                              かなら   てきせつ　   しどうしゃ　　　　　　　  

　  しよう　　  　

台紙

袋

教育用 B047668 K1122

●セット内容
基板 …………………………… 1
スピーカー……………………… 1
マイク…………………………… 1
電解コンデンサ………………… 1
発光ダイオード（LED）………… 1
ボタン (タクトスイッチ ) ……… 4
電池ボックス …………………… 1
はんだ…………………………… 1
台紙セット ……………………… 1

521718 5534984

https://www.artec-kk.co.jp/contact/

お客様相談窓口

お電話でのお問い合わせはこちら

◀Webからのお問い合わせはこちら

用意するもの

プラスドライバー単3電池

×3

マーカーセロハンテープ

絵の具 はんだごて はんだごて台

着色例

はんだごてを使って電子工作



055349

K1122B047668取扱説明書
とりあつかいせつめいしょ

ボイスチェンジャー はんだ付け工作キット
づ こう さく

セット内容
ないよう く た まえ ぶひん かなら かくにん

※組み立て前に部品がそろっているか、必ず確認してください。

①台紙セット
だいし

Ａ

B C C

D

Ｅ

F

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｉ

④マイク③スピーカー

②基板

⑧電池ボックス

⑤電解コンデンサ ⑥発光ダイオード（LED） ⑦ボタン（タクトスイッチ） × ４

⑨はんだ
1

●道具を使うときは、ケガをしないように注意してください。

●組立前に、各部品の点検・確認をし、紛失しないように整理しておいてください。

●不要になった部品のリード線の切断くずや、はんだくずは注意して処理してください。けがをしたり、基板の上に乗るとショートする可能性があります。

●組み立てに使用する工具は、目的に合ったものを使ってください。

●はんだごては高温になります。やけどや周りの物を焦がしたりしないように注意しましょう。必ずはんだごて台を使用し、使用後は忘れずに電源プラグ

を抜いてください。火災の原因になる可能性があります。

●間違えて取り付けた部品を取り外す際は、はんだ吸い取り線を使い、丁寧に取り外してください。無理に取り外すと基板のパターンが剥がれる恐れが

あります。

●電源を入れる前に、必ず目視で問題ないか確認してください。動作不良がある場合はすぐに電源を切り、もう一度組立説明書を読み、手順を確認して

ください。

●古い電池と新しい電池、いろいろな種類の電池を混ぜて使わないでください。

●使用後は必ず電源を切って保管してください。長時間使わないときは電池を取り外して保管してください。

●保管の際は、温度の高い所・湿度の高い所・直射日光が当たるところ・小さなお子様の手の届く所には置かないでください。

●可燃性ですので、火気の近くで使用、放置はしないでください。

この説明書を、必ずよく読んで、順番や注意を守ってください。
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抵抗器は電流の流れを制限する部品です。抵抗の値が大きくなるほど電流の流れる大きさは小さくなり
ます。抵抗器は用途によって様々な種類がありますが、カーボン抵抗器は非常に低価格なため、抵抗器の
中で最も多く使用されています。

電圧をかけることで、音が鳴る電子部
品です。ブザー内部の圧電振動板（電
圧で伸縮する板）に、電圧をかけること
で音が鳴ります。

音声を入力することで、電圧が変化
する電子部品です。電圧の変化を信
号として取り出すことで音声をデー
タとして扱うことができます。

電子部品について理解しよう
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発光ダイオード（LED）は電圧を与えると発光する部品です。極性がある
ためプラスとマイナスを間違えると発光しません。

ボタン（スイッチ）は用途によって様々な種類があります。タクトスイッチ
は押している間だけ電気を流すことができる電子部品です。

抵抗器やコンデンサなどの電子部品を小さくまとめた電子部品です。ICに電子部品を接続するこ
とで複雑な処理を実行することができます。ボイスチェンジャーでは、ボタン（タクトスイッチ）を押
すとLEDとマイクに電気を流して録音を行い、スピーカーから録音した音声を再生するという複雑
な処理を実行しています。

●カーボン抵抗器(極性なし)

●セラミックコンデンサ(極性なし)

●発光ダイオード（LED) (極性あり)

●スピーカー (極性あり)

●ボタン（タクトスイッチ）(極性なし)

●IC（集積回路）

●マイク (極性あり)

白い線があり、短い方がマイナス 本体側面部に静電容量が記載されています。

16V
100μF

●電解コンデンサ(極性あり)

ほんたいそくめんぶ   せいでんようりょう     きさいしろ　せん　        みじか ほう

きょくせいきょくせい

きょくせい

きょくせい

しゅうせきかいろ

きょくせい

きょくせい

きょくせい

でんかい

短い側がマイナス
平らな面がある側が
マイナス

みじか   がわ

よこ　　    　み うえ　　    　み

 たい 　     めん　　　　   がわ

コンデンサは電気を蓄えたり放出したりする電子部品です。この性質を利用して、電圧を安定させたり、ノイズを取り除いたり、電気を蓄えている
時間だけ回路の動作を遅らせたりすることができます。コンデンサには用途によって様々な種類があります。セラミックコンデンサは極性（取り付
ける方向の指定）がなく、小型で熱に強い性質があります。電解コンデンサは、他のコンデンサより比較的電気を蓄える容量が大きいという特徴が
あります。電圧をかけすぎたり、プラスマイナスが逆向きに電気を流されると破裂したり発熱する危険性があるため注意が必要です。コンデンサ
の電気を蓄える容量を静電容量といい、単位はF（ファラド）です。
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ボタン（タクトスイッチ）を取り付けます。
※できるだけ奥まで差し込みましょう。

3

基板の組み立て

はんだ
はなす

はなす

こては動かさない
こては動かさない

はんだの修正方法 はんだごて使用上の注意

はんだ付けは下記の　 ～　 の作業を４～５秒の間に行ってください。

ていねいなはんだ付けを心がけ、下の【悪い例】の状態のときは修正しましょう。

十分 熱くなったはんだごての先
でリードとランドを加熱する。

リードの先端は図のように折り曲げて

動かないように固定する 余分なリードはニッパーで切り取る。

1

1

加熱した部分にはんだを流し込む
ように溶かす。

パターンからはみ出る。 他のランドに接触する。 はんだのつけすぎ。 いもはんだ。 端子にはんだがついていない。

2 はんだがとけてリードとランドに
ついたら、はんだをはなす。

①はんだの上にはんだ吸い取り線をのせる。
②その上にこて先をのせて加熱する。
③溶けたはんだを吸取り線にしみこませる。
④吸取り線を基板から外し、はんだがしみこんだ
　部分をニッパーで切る。

◇はんだごての金属部分は、通電中は高温になるので触れないようにしましょう。
◇はんだごては、燃えやすいものや床の上に、直接置かないようにしましょう。 
◇はんだごてのコードを引っかけたりしないようにしましょう。
◇はんだごてのつけっぱなしは、けがや火事のもとになるので、席を離れるときや
　使用後には、すぐにコンセントを抜くようにしましょう。

3 はんだがランド全体に広がったら
はんだごてをはなす。

4

4

はんだごて
押しつける

リード 基板

【良い例】 【悪い例】

きばん　　    く　　     た

づ     　 　かき　                       　さぎょう　　      びょう  あいだ おこな

　　　　    　せんたん　　 ず　　 　　　　     お　    ま

うご　　　　　　　　　　こてい

じゅうぶん あつ　　                               さき

　　                             かねつ

しゅうせいほうほう しようじょう　　　　 ちゅうい

かねつ      ぶひん　　      　   なが   こ

           と

ぜんたい　ひろ

お

うご
うごきばん

よぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　と

づ　　　こころ　　      した　     わる     れい　  じょうたい　　           しゅうせい

よ　    れい　　　　　　              　わる　   れい

で　　 　  ほか　　　  　せっしょく

きんぞくぶぶん   つうでんちゅう こうおん　                 　ふ

     も　　                           ゆか　 うえ   ちょくせつ お

                    ひ

                                                    かじ　　　                                せき　はな

     　  　　うえ             　す　   と   せん

　　  うえ　      さき　　          かねつ

 と　　　　             すいと   せん

すいと   せん  きばん　　 はず

ぶぶん　　　　　　　   き

たんし

しようご　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

電子部品の取り付け

1

でんしぶひん　　　　と　　　つ

※ボタン（タクトスイッチ）、発光ダイオード（LED）、電界コンデンサは、基板に当たるまでしっかりと差し込んでからはんだ付けを行ってください。

部品が奥まで差し込まれていない状態では、はんだ付けの不具合による
接触不良や、部品の破損につながります。

SW1～SW4 極性
なし

電解コンデンサを取り付けます。
※できるだけ奥まで差し込みましょう。

2

きょくせい C5 取り付け方向注意！

足の長い方がプラス、白い帯がある方が
マイナス

あし　  なが 　ほう                    　しろ　 おび　            ほう　

と　　  つ       ほうこうちゅうい

極性
あり

きょくせい

極性
あり

きょくせい

発光ダイオード（LED）を取り付けます。
※できるだけ奥まで差し込みましょう。

3

D1 取り付け方向注意！と　　  つ       ほうこうちゅうい

短い側がマイナス 平らな面を合わせる平らな面を合わせる
みじか　がわ たいら　  　めん      あ

 はっこう   　　　　　　　　　　　　  でんかい　　                           きばん　    あ　                                          さ　    こ                                  　づ　　   おこな　

でんかい　　　　　　　　　　　　と　     つ

                                   おく          　さ　     こ

　ぶひん    おく　　    さ　   こ　                       じょうたい　                      づ            ふぐあい

せっしょくふりょう　 ぶひん　   はそん

                                  　　　　　　　　　　　と　     つ

                                   おく          　さ　     こ

はっこう                      　　　　　　　　　　 と　     つ

                                   おく          　さ　     こ



1 でんち

でんちと

い
プラスドライバーで電池ボックスのふたの
ネジをはずし、電池を入れます。
ふたを閉じてネジをしめたら電池ボックスの
スイッチをONにします。

でんち

オン

2 基板についている4つのボタンを操作して動作確認をします。
きばん そうさ どうさ かくにん

①再生ボタン
ボタンを押すたびに録音した音声を
再生します。

さいせい

おんせいろくおんお

さいせい

②録音ボタン
ボタンを押しながら、マイクに向かって
音声を吹き込みます。
ボタンを押すと「ピッ」という音が鳴り、
LEDが点灯し録音を開始します。
ボタンを離すと「ピピッ」と音が鳴り、
録音が完了します。
約10秒間録音できます。

ろくおん

お む

おんせい ふ こ

お おと な

ろくおん かいしてんとう

はな おと な

ろくおん かんりょう

ろくおんびょうかんやく

③ボイスチェンジボタン（低い声）
録音した音声の再生速度を遅くすることで
低い声に変わります。押すたびに5段階まで
遅くなります。

さいせいおんせいろくおん そくど おそ

ひく こえ か お だんかい

おそ

ひく こえ

④ボイスチェンジボタン（高い声）
録音した音声の再生速度を速くすることで
高い声に変わります。押すたびに5段階まで
速くなります。

たか こえ

さいせいおんせいろくおん そくど はや

たか こえ か お だんかい

はや

① ② ③ ④

動作確認

4

スピーカーを取り付けます。4 極性
あり

きょくせい

ケーブルを裏から折り返して、表からSPの穴に通し、裏面ではんだ付けします。

スピーカー同様ケーブルを裏から折り返して、裏面ではんだ付けします。 スピーカー同様ケーブルを裏から折り返して、裏面ではんだ付けします。

マイクを取り付けます。5
極性
あり

きょくせい

裏表

取り付け方向注意！

取り付け
方向注意！

取り付け方向注意！

はんだ付け

赤 黒

SP

MIC 電池ボックスを取り付けます。5
極性
あり

きょくせい＋
（赤）

－
（黒）

BAT1
＋（赤）
－（黒）

チェック
項目

極性のあるパーツは正しく取り付けられていますか？

パーツを取り付けている位置は正しいですか？

ボタン（タクトスイッチ）、発光ダイオード（LED)、電解コンデンサは、基板
に当たるまでしっかりと差し込んでからはんだ付けされていますか？

きょくせい　　　　　　　　　   ただ         と　   つ

と　　つ　                 　いち　　ただ

はんだが触れ合ってしまっていませんか？

※特に図の赤線囲み部分

ふ　　あ

とく　　ず  　あかせんかこ　ぶぶん

裏

表

と  　　つ 

と　　つ 

どうよう  　      　            　うら             お    　かえ　　       うらめん　　                    づ どうよう  　      　            　うら             お    　かえ　　       うらめん　　                    づ

でんち　　　　　    　　と   　つ

と　　  つ       ほうこうちゅうい

  と　　  つ       

ほうこうちゅうい

  と　　  つ       ほうこうちゅうい

あか　　　　くろ

あか

うら　       　お　　 かえ            おもて   　                あな　   とお　     うらめん　                      づ

おもて うら

はっこう　　　　　　         　　  　でんかい　　                        きばん

あ　                                       さ　　こ　　                             づ

うら

おもて

くろ

どうさかくにん

こうもく

づ



本体の組み立て

H

H
Ｉ

F

Ｅ

1 台紙Iにマイクのコード
を通します。

だいし

とお

2 台紙Hの2枚の穴にマイクを差し込みます。
だいし まい あな さ こ 3 重ねた台紙の左右をセロハンテープで固定します。

だいしかさ さゆう こてい

マイクのコードは図のように
すき間から通しておく。

ま とお

ず

4 台紙Bの中央の穴にスピーカーを通します。
だいし とおあなちゅうおう 5 台紙Ｃの2枚の穴にスピーカーを

差し込みます。

だいし まい あな

さ こ

8 台紙Fの中央の穴に基板を通します。
だいし とおあなちゅうおう きばん

基板
※裏面がこちら側を
向くように

きばん

うらめん がわ

む

スピーカー

電池ボックス

7 台紙Fを図のように折ります。
だいし ず お

6 台紙Dを重ね、セロハンテープで
固定します。

だいし かさ

こてい

9 スピーカー、マイク、電池ボックスを奥へ
寄せておきます。

でんち おく

よ

マイク
(裏面）
うらめん

でんち

10 台紙Eの突起を穴に差し込みます。
だいし とっき さ こあな 11 スピーカーを手前に戻し、コードを

台紙Eのすき間に通します。

てまえ もど

ま とおだいし

スピーカーのコードは
図のようにすき間から
通しておく。

ず ま

とお

セロハンテープ

C

C

裏からみた図
うら ず

裏からみた図
うら ずB D

セロハンテープ

5

ほんたい　　　く           た



G

G

(マイク裏面）
うらめん

12 マイクのついている台紙を立て、台紙Eと台紙Hの突起を通しながら台紙Fを巻いていきます。
だいし だいし だいした だいしとっき とお ま

電池ボックスのコードは図のように
マイクがついている台紙のすき間に通す。

だいし とおま

ずでんち

13 台紙Fを巻いていきます。
だいし ま

スピーカー側、マイク側からみて、
スピーカーと電池ボックスのコードが
すき間を通っていることを確認しておく。

がわ がわ

かくにん

でんち

とおま

※スピーカーと電池ボックスのコードを
　軽く引っぱって外に出しておく。
　強く引っぱるとコードが切れるので
　注意すること。

でんち

かる ひ だそと

つよ

ちゅうい

ひ き

14 オモテに向けて、基板を図の位置にはめ込みます。
む ずきばん いち こ

15 台紙Gを図のように折ります。
だいし ず お

16 台紙Gをスピーカーの突起と本体に差し込みます。
だいし とっき ほんたい さ こ

ツメを台紙Fのすき間に差し込む。
さ こまだいし

17 突起を通しながら台紙Gを巻いて
いきます。

だいしとっき とお ま

スピーカーのコードが
台紙Eのすき間を通っている
ことを確認しておく。

かくにん

とおまだいし

Ｅ

H

F

スピーカー側 マイク側

反対からみた図
はんたい ず

がわ がわ

スピーカー 本体
ほんたい

6



電池ボックスの組み立て

18 最後に台紙Gの突起を差し込みます。
だいし とっきさいご さ こ

かんせい

ボイスチェンジャーの完成

1 台紙Aを図のように折り、
電池ボックスを差し込みます。

だいし ず お

さ こでんち

穴にスイッチを通す
あな とお

さ こ2 本体の裏にある2本のすき間に電池ボックスの
突起を差し込み、手前にスライドさせます。

でんちほんたい うら

てまえとっき

手前にスライドさせて固定する
こていてまえ

※電池を交換するときは、　　　　　　　　　　　　　　の手順を反対にします。

※遊び方は　　　　　　　　を確認してください。

でんち こうかん てじゅん はんたい

かくにんあそ かた

かんせい

本体の完成
ほんたい

マーカーや絵の具で
絵や模様を描いて自分だけの
ボイスチェンジャーにしよう！

え

え か じぶんもよう

ぐ

ほんたい
本体へ

反対からみた図
はんたい ず

ツメを台紙Fのすき間に差し込む。
さ こまだいし

7

動作確認

電池ボックスの組み立て

でんち　　　　　　　                 　　く　           た

でんち　　　      　          　　く　      た

どうさかくにん


